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既設橋梁の再利用事例台帳 整理番号C－1

項　　目 旧　　　　橋 新　　　　橋

1橋　　名 四谷見附橋 403号橋

2施工場所F 四谷見附 東京都八王子市（別所）

3発注者 住宅・都市整備公団

4完成年月（和暦） 大正2年9月 平成5年3月

5利用期間（年） 75

6橋種別 道路橋 ←

7橋　　格 1等橋

8適用示方書（和暦）

9橋梁形式 2ヒンジ上路鋼アーチ橋 ←

10橋　　長（m） 約37 37，606

11支間割（m） 約34（アーチ支間） 34．138（アーチ支間）

12幅員構成（m） 約22 歩4．2＋車9．0＋歩4．2

13線形　平面 90 直線

14　　　縦断（％） 2．34両

15　　横断（％） 1．5両

16　　斜角（度） 90 90

17主桁高（m） 4．267（主構高）

18主桁間隔（m） 4＠2，286＋2＠2．1335＋4＠2，286 2＠2，286＋2＠2．1335＋4＠2，286

19現場継手形式 リベット リベット、HTB、溶接

20使用鋼材（材質） SS41相当（米国カーネギー社） SS400

21床版形式 バックルプレート RC床版

22本体鋼重A（tf） 約420 358

23廃棄鋼重B（tf） 約121

24追加鋼重C（tf〉 59

25転用鋼重D（tf） 約299 ←

26再利用率（％〉 約71 約84

27解体・架設工法 ガス切断 トラッククレーンベント工法

28経済性 29
30
31

31

アーチリブ、垂直材、横桁、縦桁、対傾構、横構、バックルプレート

鵬獣魏鞭鰭舗灘鷺鰍査及び必要1．応じて超音波板
雛藤灘聾輪麓撫、た，薗．ク，．プレートを移設時1．再利

用したが、移設後では設計上は床版として考慮せず、型枠として考え
ている。

29転用部材

30転用理由

31設計・施工上の特色

32その他特記事項

33参考文献（出典） 「四谷見附橋報告書」　（土木学会）「川田技報　Vol。13」川田工業
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既設橋梁の再利用事例台帳 整理番号C－2

項　　目 旧　　　　橋 新　　　　橋

1橋　　名 睦橋

2施工場所 大阪市住吉区

3発注者 大阪市土木局

4完成年月（和暦） 昭和60年3月

5利用期間（年）

6橋種別 道路橋

7橋　　格
　　　　　　　　　■8適用示方書（和暦）

9橋梁形式 単純鋼床版桁 ←

10橋　　長（皿） 17．0 ←

11支間割（皿） 16．2 ←

12幅員構成（皿） 7．8 ←

13線形　平面 直線 ←

14　　　縦断（％） 2．0放 ←

15　　　横断（％） L5放 ←

16　　　斜角（度） 90
←

17主桁高（m） 0，274 0．7

18主桁間隔（m） 1．8十1．7十1．8十1．7十1．8

19現場継手形式 HTB（SlOT）、現場溶接

20使用鋼材（材質） SS41、SM50A SS41、SM41A

21床版形式 鋼床版 ←

22本体鋼重A（tf） 24，885 36，885

23廃棄鋼重B（tf） 0

24追加鋼重c（tf） 12，000

25転用鋼重D（tD 24，885 24，885

26再利用率（％） 100 67

27解体・架設工法

28経済性 29
31
31

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し鋼床版、主桁、横リブ
旧橋の下フランジに腹板とフランジを溶接し桁高をアップした。
旧橋を工場に搬入し上記の施工を行った。　　　　、29転用部材

30転用理由

31設計・施工上の特色

32その他特記事項

33参考文献（出典）
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C－3　 新関戸橋

一11一



既設橋梁の再利用事例台帳 整理番号C－3

項　　目 旧　　　　橋 新　　　　橋

1橋　　名 新関戸橋

2施工場所』 東京都内 東京都八王子市上川町地内

3発注者 東京都南多摩建設事務所

4完成年月（和暦） 昭和50年9月

5利用期間（年）

6橋種別 道路橋

7橋　　格 1等橋

8適用示方書（和暦〉 昭和48年道示

9橋梁形式 単純合成桁 単純合成桁

10橋　　長（m） 25，000

11支間割（m） 23，850 24，300

12幅員構成（m〉 歩1．15＋車6．50＋歩1．15

13線形　平面 直線 ←

14　　縦断（％） 2．5方

15　　横断（％） 1．5方

16　　　斜角（度） 90 60

17主桁高（m） 1．1・ ←

18主桁間隔（m） 4＠1．9

19継手形式 継手無し HTB（Fl1T）

20使用鋼材（材質） SM50，SS41 ←

21床版形式 RC床版（17c皿）

22本体鋼重A（tf〉 27 33

23廃棄鋼重B（tf） 7

24追加鋼重C（tf） 13

25転用鋼重D（tf） 20 20

26再利用率（％〉 74 61

27解体・架設工法

28経済性 31
31
31

31

旧橋は桁端が切り欠き構造なため、桁端部は切断し同一桁高にて改造
騰麗纏編融結新橋では3ブロ・クに分割・
ブロックジベルは既設をそのまま利用している。

29転用部材

30転用理由

31設計・施工上の特色

32その他特記事項

33参考文献（出典）
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C－4　下青川橋側道橋
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既設橋梁の再利用事例台帳 整理番号C－4

項　　目 旧　　　　橋 新　　　　橋

1橋　　名 桑部側道橋 下青川橋側道橋

2施工場所 三重県 ←

3発注者 三重県桑名土木事務所 ←

4完成年月（和暦） 昭和59年2月

5利用期間（年〉

6橋種別 人道橋 ←

7橋　　格

　　　　　　　　■8適用示方書（和暦） 昭和55年道示

9橋梁形式 単純鋼床版飯桁 ←

10橋　　長（m） 143．74 68，276

11支間割（m） 6＠23．5 19，131＋18，884＋19，057＋9，354

12幅員構成（m） 1．5有
←

13線形　平面 直線 ←

14　　縦断（％）

15　　　横断（％） 2．0片
←

16　　斜角（度） 90
←

17主桁高（皿） 0．98 ←

18主桁間隔（m） 1．7 ←

19現場継手形式 HTB（F10T）

20使用鋼材（材質）

21床版形式 鋼床版 ←

22本体鋼重A（tf） 60 30

23廃棄鋼重B（tf） 35

24追加鋼重C（tf〉 5

25転用鋼重D（tf） 25
←

26再利用率（％） 42 83

27解体・架設工法 トラッククレーンベント

28経済性 29 旧橋の鋼床版飯桁3連を各々切断・連結し、支間長を変え再利用。

29転用部材

30転用理由

31設計・施工上の特色

32その他特記事項

33参考文献（出典）
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既設橋梁の再利用事例台帳 整理番号C－5

項　　目 旧　　　　橋 新　　　　橋

1橋　　名 戸崎橋

2施工場所 静岡県下田市 ←

3発注者 下田市役所 ←

4完成年月（和暦） 昭和58年9月

5利用期間（年〉

6橋種別 道路橋 ←

7橋　　格 2等橋

8適用示方書（和暦） 昭和55年道示

9橋梁形式 単純合成飯桁 ←

10橋　　長（m〉 18．0 ←

11支間割（m） 17．6 ←

12幅員構成（皿） 3．0有

13線形　平面 直線 ←

14　　縦断（％）

15　　横断（％） 2．0放

16　　斜角（度） 90
←

17主桁高（m） 0．6 ←

18主桁間隔（m） 1．2＋1．2

19現場継手形式 HTB（F10T）

20使用鋼材（材質） 50キロ鋼 SM50Y

21床版形式 RC床版 ←

22本体鋼重A（tf） 9

23廃棄鋼重B（tf）

24追加鋼重C（tf〉 5

25転用鋼重D（tf） 4 ←

26再利用率（％） 44

27解体・架設工法 トラッククレーン

28経済性 29

31

主桁2本（旧橋は2主桁の飯桁）を再利用し、3主桁の飯桁を製作・
繍齢、1度工場1．搦帰り再塗装．

29転用部材

30転用理由

31設計・施工上の特色

32その他特記事項

33参考文献（出典〉
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C－6湯、倉橋
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既設橋梁の再利用事例台帳 整理番号C－6

項　　目 旧　　　　橋 新　　　　橋

1橋　　名 湯倉橋 ←

2施工場所 千葉県夷隅郡大多喜町湯倉 ←

3発注者 千葉県大多喜土木事務所 ←

4完成年月（和暦）

5利用期間（年）

6橋種別 道路橋 ←

7橋　　格 2等橋（TL－14） T－20，L－14

8適用示方書（和暦〉 昭和31年道示 平成2年道示

9橋梁形式 2ヒンジ無補剛アーチ ←

10橋　　長（m） 55，500 ←

11支間割（m〉 42，000 ←

12幅員構成（m） 6．000有 6．500有

13線形　平面 直線 ←

14　　縦断（％） 3。0直線 ←

15　　横断（％） 2．0両 1．5両

16　　斜角（度） 90 90

17主桁高（m）

18主桁間隔（m） 4，700 ←

19継手形式

20使用鋼材（材質〉 SS41 SS400

21床版形式 RC床版 鋼床版

22本体鋼重A（tf〉

23廃棄鋼重B（tf）

24追加鋼重C（tf）

25転用鋼重D（tf）

26再利用率（％）

27解体・架設工法 トラッククレーン

28経済性 32 ・R　C床版から鋼床版への取替え工事
・当初TL－14であったが床版取替え後TL－20，L－14となった

29転用部材

30転用理由

31設計・施工上の特色

32その他特記事項

33参考文献（出典〉
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既設橋梁の再利用事例台帳 整理番号C－7

項　　目 旧　　　　橋 新　　　　橋

1橋　　名 水門橋 締切橋

2施工場所 茨城県北相馬郡利根村大字立木 ←

3発注者 茨城県竜ヶ崎土木事務所 ←

4完成年月（和暦） 昭和53年3月

5利用期間（年）

6橋種別 道路橋 ←

7橋　　格 1等橋
8適用示方書（和暦） 昭和47年道示

9橋梁形式 単純合成飯桁橋 ←

10橋　　長（m） 22．8 ←

11支間割（m） 22．0 ←

12幅員構成（m） 7．0有

13線形　平面 直線 ←

14　　縦断（％） 0．647放，0．2放

15　　　横断（％） 1．5両

16　　斜角（度） 75
←

17主桁高（m） 0，818 0，814

18主桁間隔（m） 2．1 ←

19現場継手形式 リベット HTB（Fl1T）

20使用鋼材（材質） HICON－36 SM50Y

21床版形式 RC床版 ←

22本体鋼重A（tf） 27

23廃棄鋼重B（tf）

24追加鋼重C（tf〉 13

25転用鋼重D（tf〉 14 14

26再利用率（％） 51

27解体・架設工法

28経済性 29
30
31

主桁3本、中問横桁、端横桁、支承は転用。他の部材は新設・
瀧鯉謙織帰って改造した．旧橋の主桁は下フランジ1．カ，ぜ一

易薪τオ奮塗琴レ1三藝撃些奨き喜套塚淫e…響F鹸薔響諺晟zそご碧季
29転用部材

30転用理由

31設計・施工上の特色

32その他特記事項

33参考文献（出典）
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C－8　美陵高架橋
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既設橋梁の再利用事例台帳 整理番号C－8

項　　目 旧　　　　橋 新　　　　橋

1橋　　名 美陵高架橋 ←

2施工場所 西名阪自動車道 ←

3発注者 日本道路公団大阪建設局 日本道路公団大阪管理局

4完成年月（和暦）

5利用期間（年）

6橋種別 道路橋 ←

7橋　　格 一等橋 ←

8適用示方書（和暦）

9橋梁形式 単純合成桁 単純桁

10橋　　長（m） 25，000 ←

11支間割（m〉 24，400 ←

12幅員構成（m） 13，100 ←

13線形　平面 直線 ←

14　　　縦断（％）

15　　横断（％）

16　　斜角（度） 90
←

17主桁高（m） 1．7 1．7，1．5～1．6

18主桁間隔（m） 4＠3 8＠1．5

19継手形式 HTB（F10T） HTB（S10T）（増設分）

。20使用鋼材（材質〉 SS41 SS400（増設分）

21床版形式 RC床版（21cm） ←

22本体鋼重A（tf〉 70 85

23廃棄鋼重B（tf） 5

24追加鋼重C（tf） 20（増設桁重量）

25転用鋼重D（tf〉 65 65

26再利用率（％） 93 76

27解体・架設工法

28経済性 30
31

31
31

床版補強工事
鞭襲儲麟饒主桁を配置・増設主桁桁端は床版打ちおろし形

纒籍躍照蝶笠製耀難酪接合・斜材を追加している・
29転用部材

30転用理由

31設計・施工上の特色

32その他特記事項

33参考文献（出典）
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既設橋梁の再利用事例台帳 整理番号C－9

項　　目 旧　　　　橋 新　　　　橋

1橋　　名 深沢橋 ←

2施工場所’ 大館市水沢 ←

3発注者 秋田県 ←

4完成年月（和暦） 平成3年12月

5利用期間（年〉

6橋種別 道路橋 ←

7橋　　格 1等橋 ←

8適用示方書（和暦） 昭和39年道示

9橋梁形式 活荷重合成単純桁 活荷重格子合成単純桁

10橋　　長（m） 30，000 ←

11支問割（m） 29，400 ←

12幅員構成（m） 5．000有 8．000有

13線形　平面 直線 R＝160m～oo

14　　　縦断（％） 0 0．3

15　　　横断（％） 2．0放 6。0～3。84片

16　　斜角（度） 90 A1　右83。07’13”　A2　90

17主桁高（m） 1，700 1，700

18主桁間隔（m） 3，650 2，400＋2，800＋2，000

19継手形式 リベット HTB（F10T）

20使用鋼材（材質） SS41、SM50A SM50A

21床版形式 RC床版 グレーチング床版

22本体鋼重A（tf）

23廃棄鋼重B〈tf）

24追加鋼重c（tf）

2昼転用鋼重D（tf）

26再利用率（％〉 約82

27解体・架設工法 トラッククレーンベント工法

28経済性 29
30
31
31
31

主桁は、既設桁を改造。横桁、対傾構、横構は新設。
饗醒鑛塩ため第1次、2次1．分けて施工した．

主桁は、工場に持ち帰って改造した。
新設桁はRC床版からグレーチング床版に変更。

29転用部材

30転用理由

31設計・施工上の特色

32その他特記事項

33参考文献（出典）
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C一■0　古曽部橋

一43一



既設橋梁の再利用事例台帳 整理番号C－10

項　　目 旧　　　　橋 新　　　　橋

1橋　　名 迂回路橋 古曽部橋

2施工場所 京都府京都市

3発注者 日本道路公団大阪建設局 ←

4完成年月（和暦） 平成5年10月

5利用期間（年）

6橋種別 道路橋 ←

7橋　　格 1等橋 ←

8適用示方書（和暦） 昭和55年道示 ←

9橋梁形式 鋼単純非合成飯桁 ←

10橋　　長（m） 40，400 ←

11支間割（皿） 39，500 ←

12幅員構成（皿） 10．750有 歩3．5＋車9．〇＋歩3．0

13線形　平面 直線 ←

14　　縦断（％） 0．413、　0．656

15　　横断（％） 3．0片 2．0両

16　　斜角（度） 90
←

17主桁高（皿） 2．050－ ←

18主桁間隔（m） 4＠2，350 6＠2，350

19継手形式 HTB（SlOT） HTB（F8T）

20使用鋼材（材質） SM50Y、SS41 ←

21床版形式 プレキャスト床版 RC床版

22本体鋼重A（lf） 102，188

23廃棄鋼重B（tf） 0

24追加鋼重c（tD

25転用鋼重D（tf） 102，188

26再利用率（％） 100

27解体・架設工法

28経済性 29
31

31

32

全部材転用予定。
本線工事のための迂回路として使用後、古曽部橋（オーバーブリッジ
）に転用。

転用時に溶融亜鉛メッキ橋梁となるため現場継手高力ボルトは、本橋
の場合はF10T、古曽部橋の場合はF8Tとなることを考慮してボ
ルト本数の多いケースを使用する。
転用時RC床版となる。

29転用部材

30転用理由

31設計・施工上の特色

32その他特記事項

33参考文献（出典）
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C一■■　松川橋
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既設橋梁の再利用事例台帳 整理番号C－11

項　　目 旧　　　　橋 新　　　　橋

1橋　　名 松川橋 ←

2施工場所 愛知県春日井市 ←

3発注者 愛知県 ←

4完成年月（和暦） 昭和34年 昭和56年

5利用期間（年） 22年間

6橋種別 道路橋 ←

7橋　　格 2等橋 1等橋

8適用示方書（和暦） 昭和31年道示 昭和55年道示

9橋梁形式 ゲルパー飯桁 ←

10橋　　長（m） 297，600 ←

11支間割（の 27．30＋6＠34．60＋27．30 ←

12幅員構成（皿〉 7，000 ←

13線形　平面 直線 ←

14　　　縦断（％） 0．25方
←

15　　　横断（％） 2．0方 ←

16　　斜角（度） 90
←

17主桁高（m） 1．44～1．76 ←

18主桁間隔（m） 2．85＋2．85＝5．7 3＠2．15＝6．45

19現場継手形式 リペット HTB（F10T）

20使用鋼材（材質） SS41 SS41

21床版形式 RC床版（16cm） RC床版（21cm）

22本体鋼重A（tf） 307 485

23廃棄鋼重B（tf） 65

24追加鋼重C（tf） 243

25転用鋼重D（tf） 242 242

26再利用率（％） 79 50

27解体・架設工法 トラッククレーン・ペント工法
←

28経済性 28
30
31

31

旧3主桁は桁配置を換えてそのまま利用。1主桁新設。

麗塔離縫総瓢露雄灘謬壷とて計画された・
施工時は現橋の横に仮橋を設置。

29転用部材

30転用理由

31設計・施工上の特色

32その他特記事項

33参考文献（出典）
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C一■2　浦舟人道橋
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既設橋梁の再利用事例台帳 整理番号C－12

項　　目 旧　　　　橋 新　　　　橋

1橋　　名 西の橋 翁橋 浦舟人道橋

2施工場所 中村川～大岡川 松影町～石川町 浦舟町2丁目

3発注者 神奈川県 ← 首都高速道路公団

4完成年月（和暦） 明治26年 昭和2年 平成元年

5利用期間（年） 31 59

6橋種別 道路橋 ← 人道橋

7橋　　格

8適用示方書（和暦） 昭和55年道示，昭和54年立横

9橋梁形式 ピン結合単純トラス ← ←

10橋　　長（m） 24，300

11支問割（m〉 30，940 26，520 23，400

12幅員構成（m） 5．600有 ← ←

13線形　平面 直線 ← ←

14　　縦断（％） 2放

15　　横断（％） 1．5両

16　　斜角（度） 90
← ←

17主桁高（m） 4，600 ← ←

18主桁間隔（m） 7，112 ← ←

19現場継手形式 ピン ← ←

20使用鋼材（材質） SHELTON社（英） SHELTON＋八幡製鉄 SHELTON＋SS41

21床版形式 RC床版 ← ←

22本体鋼重A（tf） 46 39

23廃棄鋼重B（tf）

24追加鋼重C（tf） 25

25転用鋼重D（tf） 14

26再利用率（％） 36

27解体・架設工法 桟橋より単材解体 桟橋上組立，横引き

28経済性 29
30
32

弦材，床組，腹材

摩雛鴇趨鷹魏朧甥猫移瞭謙犠筏
講露膜・強度・溶接性が不明であるため材質試験・溶接施工

29転用部材

30転用理由

31設計・施工上の特色

32その他特記事項

33参考文献（出典〉 首都高速道路公団技報第21号（1989年）
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既設橋梁の再利用事例台帳 整理番号C－13

項　　目 旧　　　　橋 新　　　　橋

1橋　　名 旧弾正橋 八幡橋

2施工場所 東京都中央区 東京都江東区富岡（富岡八幡宮そば〉

3発注者 東京府 東京都江東区

4完成年月（和暦） 明治11年 昭和4年5月

5利用期問（年） 51

6橋種別 道路橋 歩道橋

7橋　　格

8適用示方書（和暦）

9橋梁形式 ボーストリングトラス橋 ←

10橋　　長（m〉 15．1 15．7

11支間割（m） 15．0 ←

12幅員構成（m） 約9 2．0有

13線形　平面 直線 ←

14　　縦断（％）

15　　横断（％） 0 ←

16　　斜角（度） 90
←

17主桁高（の 2．1（ライズ） ←

18主桁間隔（m〉 約9 3．03

19現場継手形式 ピン結合 ←

20使用鋼材（材質） 鋳鉄、錬鉄 ←

21床版形式 木材敷板 鋼床版

22本体鋼重A（tf） 約8 約10

23廃棄鋼重B（tf） 0

24追加鋼重C（tf） 約2

25転用鋼重D（tf） 約8
←

26再利用率（％〉 100 80

27解体・架設工法

28経済性 29

30

32

旧橋の主構は全部転用。横桁、床版は木製であったので廃棄し、新橋
轟難鑛臨覇鶏稻産第1号の鉄橋であるため昭和52年重

驚纏纏離襲9、る．
29転用部材

30転用理由

31設計・施工上の特色

32その他特記事項

33参考文献（出典） 「東京の橋」　（伊藤孝著）、「東骨技報（NO29）」
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C一■4　三好橋
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既設橋梁の再利用事例台帳 整理番号C－14

項　　目 旧　　　　橋 新　　　　橋

1橋　　名 三好橋 ←

2施工場所　’ 徳島県三好郡池田町 ←

3発注者 徳島県土木部

4完成年月（和暦） 昭和2年 平成元年8月

5利用期間（年） 60年（S．2～S．62）

6橋種別 道路橋 ←

7橋　　格 1等橋（TL－20）

8適用示方書（和暦）

9橋梁形式 単径間補剛吊橋 上路アーチ橋

10橋　　長（m） 243．5 ←

11支間割（m） 31．5＋139．9＋31．5＋2＠20．3 128（アーチ支間）

12幅員構成（m〉 6．1有
←

13線形　平面 直線 ←

14　　　縦断（％〉 0 ←

15　　横断（％） 0 ←

16　　斜角（度） 90
←

17主桁高（m〉 3．9～6．4 ←

18主桁間隔（m） 6．7（トラス中心問隔〉 9．5（アーチ主構間隔）

19現場継手形式 リベット HTB（F10T）

20使用鋼材（材質） 不明（但し、SS400相当）

21床版形式 RC床版

22本体鋼重A（tf）

23廃棄鋼重B（tf）

24追加鋼重C（tf〉 254

25，転用鋼重D（tf）

26再利用率（％）

27解体・架設工法 ケーブルエレクション直吊り工法

28経済性 28

29
31

32

吊橋を上路アーチ橋に改造したもので、上部工全体を新設することと
比較すると、かなり経済的である。
補剛桁は既設のものをそのまま利用した。

翻臨署辮撰聡を鮮棄惚黎塾等鏡鑑継辮懸、
るo

旧橋は我国初の国道に架かる本格的な吊橋として、S．2年に完成して
いる。

29転用部材

30転用理由

31設計・施工上の特色

32その他特記事項

33参考文献（出典〉 橋梁と基礎　　’91－8、　日本橋梁技報1992
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既設橋梁の再利用事例台帳 整理番号C－15

項　　目 旧　　　　橋 新　　　　橋

1橋　　名 加納跨線橋 ←

2施工場所 岐阜県（岐阜駅構内〉 ←

3発注者

4完成年月（和暦） 昭和30年 平成2年1月

5利用期間（年） 34年（S．30～H．1）

6橋種別 道路橋 ←

7橋　　格 1等橋（TL－20）

8適用示方書（和暦〉

9橋梁形式 アーチ橋 5径間連続非合成鋼箱桁

10橋　　長（皿） 66．2 ←

11支間割（の 65 7．5十16．5十21．5十12．0十7．5

12幅員構成（m） 15．0

13線形　平面 直線 ←

14　　縦断（％） 0 ←

15　　横断（％） 0 ←

16　　　斜角（度） 90
←

17主桁高（皿） 1．8 ←

18主桁間隔（m） 10．0 ←

19現場継手形式

20使用鋼材（材質）

21床版形式 RC床版 ←

22本体鋼重A（tf） 198 110

23廃棄鋼重B（tf） 88

24追加鋼重C（tf） 0

25転用鋼重D（tf） 110
←

26再利用率（％） 56 100

27解体・架設工法 上弦材の切断

28経済性 29
31

アーチ部を切断し、主桁を転用。
壁鞭騙羅舗慰ヒが予定されており・橋脚4箇所を新設し・

29転用部材

30転用理由

31設計・施工上の特色

32その他特記事項

33参考文献（出典〉 橋梁と基礎　’91－8
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C一■6　蝉丸橋
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既設橋梁の再利用事例台帳 整理番号C－16

項　　目 旧　　　　橋 新　　　　橋

1橋　　名 蝿丸橋（名神高速道路） ←

2施工場所 滋賀県大津市逢坂1丁目地先 ←

3発注者 日本道路公団名古屋管理局 ←

4完成年月（和暦） 昭和38年7月 平成元年（上り）、2年（下り）

5利用期間（年） 27年

6橋種別 道路橋 ←

7橋　　格 1等橋（TL－20） 1等橋（T　L－20、TT－43）

8適用示方書（和暦） Spec　　Of　　Highway　　Bridge（　1955〉 昭和55年道示

9橋梁形式 上路式2ヒンジアーチ橋 上路式2ヒンジブレースドアーチ橋

10橋　　長（m） 62．6 ←

11支間割（m〉 54（アーチスパン） ←

12幅員構成（m〉 8。7有 ←

13線形　平面 Rニ1500（上り）、1800（下り）m ←

14　　縦断（％） 0 ←

15　　　横断（％） 2．0片
←

16　　斜角（度〉 62
←

17主桁高（m〉 11．σ（アーチライズ） ←

18主桁間隔（m） 7．8（主構間隔） ←

19現場継手形式 リベット HTB

20使用鋼材（材質） SS41、SM50Y

21床版形式 RC床版 鋼床版

22本体鋼重A（tf）

23廃棄鋼重B（tf） 1，228

24追加鋼重C（tf） 556

25転用鋼重D（tf）

26再利用率（％）

27解体・架設工法 トラベラークレーン工法

28経済性 31

32

重要幹線のため、夜問に架換えを実施。昼間は一般車を供用した。
編綾難額翻魏斜材を追加（新設）している・

29転用部材

30転用理由

31設計・施工上の特色

32その他特記事項

33参考文献（出典） 橋梁と基礎　’91－8、横河ブリッジ技報N　o．21（’92－1月）
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（蝉丸

蝉丸橋改罠工事

o
o
o

平　面　図　　・大津市衝！　　　　！
　　　　　　　　／／　　　吾妻川

　　　　　　　　o
L　　o
ネル）8

大阪8＿L‘’）

　　F　　ll

§一（上り線）

輔
（
卜、

匡

国道／§

塞1号鵬

獅公団ヤー・ド

8①一（下り線）
①

O
O
O
O
O

　　o　／辱。

京都東℃

一

　雪
　” 　改良前側面

14＠4400＝61600

名古屋

（大津

トンネル）

増設縦桁

600

ノ冒一一一噂唱　　　　’、ヂ、

o
o
o
四
F

縦桁π『一一一→＋→一、

R∩∩600

54000

改良後側面
61300

I　l

　　　　　　　　　　一一　　陶　　哺　　唱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

’　　二潤
o
o
o
F
F

お
対

一

　　　　　　　　　　I　　　　I

3000 　　一

？∩∩∩

　　　　　3000
54000　 二＝「

　　　構造一般図

7800

鋼床版一

補剛桁

対傾構

　　匝

一83一

表一1橋梁諸元
改良前 改良後

橋梁型式 鋼2ヒンジアーチ橋鋼2ヒンジプレースドアーチ橋

床版構造 RC床版（床版厚：16cm） 鋼床版（Deck厚：14mm）

橋　　　　格 1等橋
活　荷　　重 TL20 丁L20・TT43

支　　　　間 61．6m 61．3m

アーチ支間 54．Om

アーチライズ I　i．Om

有効幅員 8．7m

平面線形
上り線　R＝1500m　下り線　Rニ1800m
　（斜角　620）　　　　（斜角　620）

横断勾配 2，0％片勾配

　一甚ミ贈
　　監　6■』　　　　　一

　　　し　　　嬉
　一一i
　、　　愈写真一1改良前

　　　　　善蘇、灘1儲
　　芽・一く。　％　一
　　車一＿一’』　　　　　　　　　頑

　課驚蚕穂1嘉職
　　　　　　＼　’　　　　　　国道1号線　　写真一3　現地状況（着工前》

』．

葦真一2’改良後

写真一4　トラベラークレーン



C一■7　紅楓橋
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既設橋梁の再利用事例台帳 整理番号C－17

項　　目 旧　　　　橋 新　　　　橋

1橋　　名 紅楓橋 ←

2施工場所 夕張市（北海道） ←

3発注者 北海道庁札幌土木現業所 北海道開発局札幌開発建設部

4完成年月（和暦〉 昭和32年 昭和62年

5利用期間（年） 30年

6橋種別 道路橋 ←

7橋　　格 2等橋・ 1等橋

8適用示方書（和暦）

9橋梁形式 単純非合成飯桁（4連） 単純鋼床版飯桁（4連）

10橋　　長（m〉 102．5 ←

11支間割（m） 4＠25 ←

12幅員構成（m） 6．0有 歩3．0＋車8．5

13線形　平面 直線 ←

M　　　縦断（％〉 0 ←

15　　横断（％） 2．0両 ←

16　　斜角（度） 90
←

17主桁高（m） 1．6 ←

18主桁間隔（m） 2＠2．35 2．15十2．8十2。8十2．35

19現場継手形式 リベット、HTB HTB

20使用鋼材（材質） SS41、SM41

21床版形式 RC床版 鋼床版

22本体鋼重A（tf） 104 479

23廃棄鋼重B（tf） 17

24追加鋼重C（tf） 392

25転用鋼重D（tf） 87
←

26再利用率（％） 84 18

27解体・架設工法 トラッククレーン架設

28経済性 30
31

32

床版に老朽化が著しいうえに、幅員も狭小であった。

騰駐羅羅潔駿離罎撲錨菟饗寿要繍た・
3主桁から5主桁に改造している。

29転用部材

30転用理由

31設計・施工上の特色

32その他特記事項

33参考文献（出典） 橋梁と基礎　’89－6

一86一



~~ I~ 

i~tJ '~7~ L~ J'2~11CV 

4~ J~/~:L~2~ 

~r~f '4 ~"I/cv 

~~~L ~l~l 
____._!~~Z 

llPl I 

/Z_~!Z~I _ _ _ 

j~ ~~ l;~~l/a9 

¥~ 

~~ 

,, 

~Z~~*~~2:~:Li~;:'*__ 

~:~itn_~Z ~4 j~L_ 

_ J~'tLJ:~_/a~Z Ja 

!f~ IP ~: 

-87-



~~*~ 
~~I~~~~i 

L 400 3 ooo 
1 2 500 

8 500 600 

h----lOO l; 1 l~ 1) ~; ~ 500 -~ L J l OO 25 500 100 25 500 100 25 500 l OO 
7 ;~7 

co 
eo 
f 

I 

l)l l, ) 

~~~~~f~~] 

I ) jl 

O 
(¥I 

l OOO 

~~ 
2 150 2 800 2 800 2 350 l 400 

*UJ Jt ~j~ f:]B ~ f･~ ~G 

~i~i~l 
,'i~l:~!1.[ff'riLtX' Il'2c___ 'f~ O) -~1~[~l 



C一■8　奥多摩橋
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既設橋梁の再利用事例台帳 整理番号C－18

項　　目 旧　　　　橋 新　　　　橋

1橋　　名 奥多摩橋 ←

2施工場所 青梅市二俣尾～柚木地内 ←

3発注者 東京都 ←

4完成年月（和暦） 昭和11年 平成元年

5利用期間（年） 65年

6橋種別 道路橋 ←

7橋　　格 3等橋（6t） 8t（TL－20の0．4倍）

8適用示方書（和暦） 大正15年 昭和55年

9橋梁形式 上路式アーチ橋 ←

10橋　　長（m） 176．43 ←

11支間割（m） 22．5＋22．5＋108．0＋22．5 ←

12幅員構成（m） 車4．5 車4．5＋歩1．75

13線形　平面 直線 ←

14　　縦断（％） 1．06放 ←

15　　横断（％） 1．5 ←

16　　斜角（度） 90。
←

17主桁高（m〉

18主桁間隔（m） 1，350＋1，600＋1，350

19現場継手形式 リペット 高力ボルト、現場溶接

20使用鋼材（材質） SS41

21床版形式 鉄筋コンクリート 鋼床版

22本体鋼重A（tf）

23廃棄鋼重B（tf〉

24追加鋼重c（tf〉 356，380

25転用鋼重D（tf）

26再利用率（％〉

27解体・架設工法 旧橋の床版はブレーかにてはつり 仮覆工を行った後鋼床版を架設

28経済性 29
30
31

本体部材の全量
零蝉鰭縫鮪蘇轄厭鑑綾位して、、る影響を照査した

29転用部材

30転用理由

31設計・施工上の特色

32その他特記事項

33参考文献（出典） 宮地技報NO．5
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